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セーフコミュニティいずみおおつセーフコミュニティいずみおおつ
本市は国際認証制度であるセーフコミュニティ認証を取得しました。連 載

第

回
46
アジア地域セーフコミュニティ会議
厚木大会・関西トラベリングセミナー

　11 月 12 日から 14 日にかけて、神奈川県厚木市で「第 9回アジア地域セーフ
コミュニティ会議厚木大会」が開催されました。大会にはアジア地域を中心に、
11 の国と地域から約 600 人が参加しました。
　本市からは市長などが参加し、ラウンドテーブル（リーダーミーティング）
では、日本や韓国、タイの SC に取り組むコミュニティの代表者から取り組み

の報告が行われ、本市からは転倒予
防の取り組みとして、身体を支える
土台となるあしゆびを整え、鍛える
「あしゆびプロジェクト」を紹介し
ました。
　また、分科会では地震や津波災害
に備えて、地域の防災訓練やハザードマップの作成など、本市が進める自助・
共助・公助の取り組みや、「いずみおおつ版防災かるた」の作成、「親子防災イ
ベント」の開催といった災害安全対策委員会の取り組みを紹介し、本市の防災
対策についても発信できました。

アジア地域セーフコミュニティ（SC）会議厚木大会に参加しました

　アジア地域 SC 会議厚木大会にあわせて、大会に参加した海外の SC 関係者が、関西で SC 活動を行う京都府亀岡市、大阪
府松原市や本市をめぐり、各地の取り組みを視察する「関西トラベリングセミナー」も開催されました。

　本市では、11 月 19 日に開催し、
高齢者の安全対策委員会は、厚木大
会でも報告した「あしゆびプロジェ
クト」を紹介。参加者も、「おづみん
あしゆび体操」や「転ばぬ先のあし
ゆびケア」にチャレンジしました。
　災害安全対策委員会の取組紹介で
は「いずみおおつ版防災かるた（大
判）」を楽しみました。

　　
　また、本市の産業・歴史の紹介と
して、モフ草履アンバサダーによる、
毛布のへりを使った「モフ草履」製
作も、参加者は興味深く、熱心に視
察されていました。
　参加者からは、「安全について、文
化や産業なども含めた取り組みを紹
介いただき、楽しく学べる充実した
視察でした」との感想がありました。

関西トラベリングセミナーを開催しました

「ラウンドテーブル」で報告する南出市長

分科会で本市の防災対策を報告

「おづみんあしゆび体操」をみんなで実践 白熱して防災かるたを楽しむ

「モフ草履」に興味津々 最後に笑顔で記念撮影
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医療費から見た疾病状況

特定健診の受診率

　本市の国民健康保険にかかる平成 29 年
度の医療費は、70 億 1,168 万円で、被保
険者一人あたりの医療費は、40 万 9,131
円となっています。
　本市の国民健康保険加入者について、
どのような病気が多いか、平成 29 年５月
診療分の医療費で見ると、特に循環器系
の疾病を中心とする生活習慣病が多く
なっています（表１および円グラフ）。

　 国民健康保険事業から見た

泉大津市民の「健康」
医療費から見た疾病状況

　平成 29 年度の特定健診の受診率は、全国平均を上回った平成
28 年度より 1.3 ポイント上昇し 38.8％となっています。また、
受診率を年齢・性別ごとにみると年齢が高くなるにつれて受診
率も高い傾向は例年と変わりませんが、平成 28 年度と比べて男
性の受診率が増加していたことが全体の受診率アップにつな
がったと考えられます。

特定健診の受診率

［問合］健康づくり課（保健センター）

循環器系の疾病を中心とした生活習慣病が約半分！

■H29 年齢別受診率の推移（男性）

■H29 年齢別受診率の推移（女性）…泉大津市受診率 …大阪府 …全国

 ②心臓病・脳卒中など
　17％

①がんなど
　18％

④腎臓の疾患・膀胱炎な
ど　7％

③統合失調症など
　9％

⑨糖尿病・甲状腺疾病など
　6％

⑦ぜんそく・風邪など　6％

⑥関節症・神経痛など
　6％

⑩白内障など　5％

⑤骨折など
　7％

⑧胃および十二指腸
の疾病など　6％

⑪その他  13％

…生活習慣病

■受診率の推移

１件あたり医療費
613
2,945
795
511
383
1,470
1,437
834
1,572
1,329
2,234

1万 4,123

①新生物（がんなど）
②循環器系 ( 心臓病・脳卒中など）
③精神および行動の障がい（統合失調症など）
④腎尿路生殖器系の疾患（腎臓の疾患、膀胱炎など）
⑤損傷、中毒およびその他の外因の影響（骨折など）
⑥筋骨格系および結合組織の疾患（関節症・神経痛など）
⑦呼吸器系の疾患（ぜんそく、風邪など）
⑧消化器系の疾患（胃および十二指腸の疾患など）
⑨内分泌、栄養および代謝疾患（糖尿病、甲状腺疾患など）
⑩眼および付属器の疾患（白内障など）
⑪その他
　　　　　　　　　　　　　計

疾病の種類 件 数 医 療 費
7,782万円
7,281万円
3,959万円
2,969万円
2,960万円
2,851万円
2,769万円
2,556万円
2,465万円
2,016万円
5,785万円

4億 3,393万円

12万 6,948円
2万 4,723円
4万 9,797円
5万 8,095円
7万 7,300円
1万 9,394円
1万 9,271円
3万　655円
1万 5,682円
1万 5,168円
2万 5,896円
3万　726円

表１医療費順に見た疾病（平成 29 年５月診療分）

受診率は増加傾向！男性の受診率が増加

30%

20%

10%

40%

0%
H26 H27 H28

34.7 34.4

H29

37.5 38.8

36.436.035.2

29.2 30.1 30.2 30.4

36.5

43.4％

41.1％

32.4％
22.9％
20.7％
21.5％
18.9％

70-74 歳

65-69 歳

60-64 歳
55-59 歳
50-54 歳
45-49 歳
40-44 歳

45.3％

41.3％

32.5％
28.4％
22.9％
21.7％
19.7％

H28 H29

47.1％

45.1％

45.8％

34.9％
23.8％
24.3％
23.8％

70-74 歳

65-69 歳

60-64 歳

55-59 歳
50-54 歳
45-49 歳
40-44 歳

48.6％

46.2％

45.8％

32.8％
25.0％
25.9％
21.1％

H28 H29

保険年金課
（市役所 1 階 6 番窓口）
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